






























1) BENS CULTURAIS DA IMIGRACÃO JAPONESA NO VALE DO RIBEIRA 
























図 3-1 入植直後の暫定的な住宅のイラスト（“Lições de arquitetura: manuais e recomendações 























澤家に保管されている古写真の解説より 1936（昭和 11）年には竣工 3)していたことが分か
る。 
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4) 肱岡明美氏(Federal Institute of Education, Science and Technology of São Paulo)からのご教授による。 
5) 前掲注 4。 
付属屋 
納屋 
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写真 3-3 天谷家住宅「下屋」の内部 































8) Rogério Bessa Gonçalves ”O sincretismo de culturas sob a ótica da arquitetura vernácula do imigrante japonês na 
cidade de Registro, São Paulo” Anais do Museu Paulista. São Paulo.N. Sér. v.16. n.1.p. 11-46. jan.- jun. 2008. 
図 3-9 「地獄くさび」のイラスト（“O sincretismo de culturas sob a ótica da arquitetura vernácula 




















写真 3-3 天谷家住宅「下屋」の内部 
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写真 3-5 窓台が崩壊した深澤家住宅の窓枠 

















示している （図 3-12）。 
図 3-11 真壁造りの「欠き込み
型」の窓枠立体図 
図 3-12 大壁造りの直角部の納まりイラスト（incretismo de 
culturas sob a ótica da arquitetura vernácula do imigrante 
japonês na cidade de Registro, São Paulo 所収） 
写真 3-7 窓台が崩壊した沖山剛造家住宅の窓
枠（〇印内） 
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9) 林今朝士は日本で大工をしていたが、1919 年 5 月にブラジルへ渡ってきた。『イグアッペ寫眞帖』には「所有地六十町
歩入植三ヶ年後よりコーヒーを植付現在一万株を有し副業として養蠶を研究實施なさる。蠶糸収量年三回にて三百瓩を超
ゆる」と紹介されていることから、大工としての腕も立ったが農業も本格的に取り組み収入を得ていたと思われる。 
10) 前掲注 8。 





深沢家住宅の窓幅は 1 階が 906～915 ㎜、2 階が 904～963 ㎜であった（図 3-15）。続いて、
沖山スズ家住宅の窓幅は 1 階が 899～915 ㎜、2 階が 901～925 ㎜（図 3-16）、六川家住宅の
窓幅は、910～927 ㎜（図 3-17）、天谷家住宅の窓幅は、2 階の正面が 893～924 ㎜、背面が
905～916 ㎜であった（図 3-18）。 
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写真 3-11 明治村へ移築された久保田家住宅 
 
 
で、窓の位置が比較的自由に設けられていることから窓間となる壁の長さについても自由度
が高いと言え、沖山スズ家住宅の竣工は、この時期に該当することが分かった。そして「スラ
イド型」と「大留め」は、腕の立つ大工によるもので、施工中の住宅写真が掲載されている
『イグアッペ寫眞帖』の出版時期である 1933 年以降となる「発展期のタイプの建築」で、こ
の頃から、窓間の規則性が表れはじめ、デザインが重視されるようになったことが分かり、
沖山剛造家住宅と六川家住宅の竣工は、この時期に該当する日系移民木造住宅であることが
明らかとなった。 
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